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反 復 「ツ ベルクリン 」注 射 及 びBCG接 種.の

「ツベルク リ ン」反 応 発 現 に 及 ぼ す影 響

大阪市立医科大学 小田内科教室

塩 田 憲 三 ・宇佐美正暢 ・津 村 拓 ・有 光 克 典

西 岡 渉 ・福本美智子 ・大 井 安 弘

(受付 昭和29年1ユ 月5圏)

(本論文の要旨は,第9回 日本結核病学会近畿地方会で報 告 した 。)

緒 言

最近 ユ0数 年来,わ が国の結核 に関する健康管理が,

汎 く徹底 して以来,同 一個体 に「ッベルク リン」検査(以

下 「ツ」注射 と略す)並 び にBCG接 種が反復 して行わ

れ る機会が多 くなつた、

先 に,柳 沢1),岡2)等 は,既 往のBCG接 種 と同一側 に

行われた 「ツ」反応は,対 称部のBCG非 接種側に比べ

て強 く出る事を認め,小 池3),湯 田4),宮 内5)も これ を肯

定 しているが,須 水6)は む しろ これ と反対 の成績 を得て

い る。'

他方,鈴 木7),尾 関8),小 池3)等 は,同 一側に反復 「ツ」

検査 を施行すれ ば,「ツ」反応の発現は早期 に最大 に達 し,

且つ,早 期 に消槌す る傾向が あることを認 めてい る。野

辺地9)に よれば,数 回 の 「ツ」検査施行後 には,反 応は

24時 間以前に 最大 とな り,48時 間では 陰性 となるもの

すらあると云 う。

そ こで著者等は前 述の如 く,同 ア個体に頻 回のrツ 」

検査及びBCG接 種が行われ ている現況から,同 一個体

の同一側 に,頻 回の 「ツ」検査及びBCGの 接種が行 わ

れた場合,こ れ等 の既往の 「ツ」注射及びBCG接 種 が,

次に行われ る 「ツ」反応 に如何なる影響 を及ぼすかを観

察 した.

研究 材料並び に研究 方法

対象 としては,大 阪府下の某小学校及び これに隣接す

る中学校の生徒 を選んだ,こ れ等の生徒は少 な くとも過

去6力 年間は,同 一 養護教員 によつて,左 腕 にのみ 「ツ」

検査或'V・・はBCG接 種を受けてい ることが判明 してい る。

なお,この学校 における最終定期検診 は約1年 前であ る。

これ等の生徒 に,級 別に,或 いは左前腕 に,或 いは右

前腕 にrツ 」検査 を行い,24時 間及 び`S8時 間値 を判定

した。

「ツベル クリン」は 伝研製 旧 「ツ」の2,000倍 稀釈液

の同一Lot番 号 のものを使 用 した。

「ツ」反応 の判定規準は次 のように規定 した 。
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5～9犠 糀 で発赤趣微 弱

5～9mmで 明瞭 な発赤

5～9鵠 矯 で硬結 あるもの

10mm以 上 但 し発赤微弱

10mm以 上 で硬結 を伴 うもの

二重発赤

水泡壊死 を伴 うもの

各側の 以 時間値及 び48時 間値を,BCG非 接種群 と

BCG接 種群 とについて比較 し,BCG接 種群 については

最終BCG接 種 後,今 回のtツ 」検査迄 の経過年数 によ

つて更に分 けて観察 した。

各群 の比較は累積度数曲線で表わ した。

なお,前 記中 ・小学校在学生 中,観 察の対 象とな り得

た生徒数 は1159名 であ る。

成 績

1)BCG非 接種群

従来一度 もBCG接 種 を うけていない169名 を,今

回の 「ツ」反応を右前腕 に受けたもの と,左前腕 に うけた

ものに分けて,そ の各kの24時 間埴 ど48時 間値 を比

較す ると,第1図a)及 びb)に 示すよ うに,右 前腕す

なわ ち従来一度 も 「ツ」検査 もBCG接 種も うけていな

いで,今 回初 めてrツ 」検査 を行つた側 では,24時 闘1直

と48時 間値の陽性率及 び陽性度 にはあま り大 きな差は

み られない。 これ に反 して従来か ら頻 回 「ヅ」検査 を受

けた左前腕 では,24時 間値の方が 陽性率 も 陽性度 もと

もに48時 間値 に較べて高 い、 この ことは前述 の鈴木,

尾関,小 池の成績 と一致 する.

2)BCG接 種後i経過1年 群

従来1～ 数回のBCG接 種を うけ,最 後のBCG接 種

から今 回の 「ツ」検査迄 ほぼ1年 を経た451名 中,今

回の 「ツ」検査を 右前腕 に行つた206名 と 左前腕 に行

つた245名 の,24時 間値と48時 間値の比較は,第2図

a)及 びb)に 示す。

図に明 らかなよ うに,右 前腕群及び左前腕群の陽性度

累積度数曲線はほぼ相以形を示 し,且 つ両群共24時 聞

値 と48時 間値の陽性率,陽 性度がほぼ等 しい.
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3)BCG接 種 後経過2

年群

従来1～ 数回のBCG接

種 を うけ,最 後のBCG接

種 から今回の 「ツ」検査迄

ほぼ2年 を経た258名 中,

今 回の 「ツ」検査を右前腕

に行つた132名 と左前腕に

行つた ユ26名 の24時 聞値

と48時 間値の比較 は第3

図a)及 びb)に 示す。

図 に明 らかなよ うに,右

腕群ではその図形は殆んど

第1図a)と 等 しく,且 つ

24時 間値 と48時 間1直の陽

性率,陽 性度は ともにほぼ

等 しい。

これ に反 して,左 前腕群

においては,28時 間植は,陽

性率並 びに陽性度 とも48時

間値 に較べ ると遙 かに高く

第1図a)と 軌を一にする◎

4)BCG接 種後経過3

年以上群

最後 のBCG接 種以後,今

回の 「ヅ」検査迄3年 以上t

を経過 した281名 の内,今

回の 「ツ」検査を右前腕に

行 つた152名 の成績は;第4

図a),左 前腕 に行つたM9

名の成績は同図b)に 示す。

この群 における右前腕群

と左前腕群 との問の刎時閥

値 と48時 間値の経過の差

は第1図 或いは第3図 とよ

く似 ていて第2図 とは明ら

か に異つてい る。すなわち

右前腕群では24時 間値と

48時 間値の 陽 性率 並びに

陽性度の差はあま り大差は

ないが,左 前腕群 では24

時間値の陽性率並 びに陽性

度は48時 間値 に比べて明

らかに高い。

総括及び考案

少な くとも過去6年 間は

左腕 にのみ 「ツ」検査及び'
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◎ や一・・十'「㊥ ・← 軸 ぐ●6-

●一一一●24時間値
o'……・0488昏闇鷹

BCG接 種 を 行われ て来た 大阪府下 某中 ・小学校 児童

1159名 に,前回検査 から1年 後に 「ッ」検査を行つた。

「ツ」検査は学級 別に,或 いは右前腕 に,或 いは左前腕

に行い,24時 間値 と48時 間値 を測定 した。

対象をBCG非 接種群及びBCG接 種後経 過1年 群,

2年 群,3年 以上群の4つ に分 けた。 この各群 におい

て,今 回の 「ヅ」検査 を,右 前腕 に行つた場合と左前腕

に行つた場合の,「ッ」反応の発現の速 さと強 さを比較す

ることによつて,同 一側 に反復施行された 「ツ」検査と

BCG接 種が.そ の側の皮膚の 「ツ」反応発現 に如何に影

響 し合 うかを検べた。

BCG非 接種群においては,従 来 「ツ」検査未施行の右

腕の 「ツ」反応の24時 間恒と48時 間恒は殆 ん ど等 し

く,そ の陽性度におい て,48時 間埴の方が大 きい ものが

やや多いが,従 来反復 「ッ」注射を うけてい る左腕 では

2a!1時間値が48時 間値に比べて,陽 性率並びに陽性度共

に強い事を認め,従 来 よ り諸家の唱 えるところ と一致す

る成績を得た。

BCG接 種群においては,最 終BCGi接 種後1年 経過

のものでは,右 前腕 と左前腕 の 「ヅ」反応発現 の様相 は

酷以し,24時 間値と48時 間値の陽性率,陽 性 度ともに

ほぼ等 しい。 これに反して最終BCG接 種後2年 以上を

経て「ツ」反応 を行つた群 では,両前腕閤の 「ッ」反応 の発

現 には明らか に差があ り,右 前腕 での24時 間値 と48時

間値の間には著差を認 めないの に反 して,左 前腕 では24

時間値の陽性率 と陽性度は,と もに明らかに48時 間笹

よ り高 く,そ の成績は,第1群 すなわちBCG非 接種,

「ツ」検査反復施行群のそれに等 しい。

「ツ」注射を同一側に反復施行すれば,そ の側 の皮属の

「ツ」に対す る反応性 に変化を来 し,次 に行われ る 「ツ」

反応の発現 は促進 されて,早 期 に最大に達 して,早 期に

消観 する。 ところが 「ツ」検査反復施行側 と同 一 側 に

BCGを 接種すれば,そ の後1年 位 の間は,こ の 「ツ」反

応促進現象 は抑制 され て,

「ツ」反応は通常の 経 過 を

辿 る.

しか しBCG接 種後2年

以上 を経過すれば,BCGの

影響 は薄れ て,既 往に反復

されたrツ 」注射 の影響が

強 く現われ,再 び 「ツ」反

応 の発現が促進 され る.

この既往 に反 復 さ れ た

「ツ」注射 による次回の「ツ」

反応 の発現促進が,同 一 側

にBCGを 接種す る事によ

③'・i・e.⇔"つ て,BCG接 種後少な くと

も1年 は抑制され るが,2

年以上経てば影響がな くな る事 実は,臨 躰 的に中沢及び

著者の1人 塩田10が かつてBCG接 種者か らの発病が,

接BCG種 後2年 以上経過 した ものに多いのを見ている

ことと一脈相通ずるものが あつて興味深い。

結 論

rツ」検査及びBCG接 種 を 常 に同一側前腕 に反復施

行 された学童1159名 の右前腕又は左前腕 に再び 「ツ」検

査 を行 うことによつて次の成績 を得た。

1)同 一側に 「ツ」注射を反復 施行すれば,「ツ」反応

の発現 は促進され て,早 期 に最大 に達 して早期 に消罷 す

る傾向があ る。

2)「 ツ」注射 と同一側にGCG接 種を行えば,BCG

接種後少な くと も1年 位 は,そ の側の 「ヅ」反応の発現

促進現象は見られ な くなるが,BCG接 種後2年 以上 を

経 過すれば,BCGの 影響 は薄れて再 び同一側 の 「ツ」反

応発現は促進 され る。

この事実は,臨 駄的にBCGの 発病抑制効果の持続 が

2年 以内と見られ ることと一致 して興味深い。

稿 を終 るに臨 み,小 田教授 の御指導 と御校閲 を深謝

す る。 なお,種 々御協力下 さつた長 吉小学校井村教員

に感謝す る。
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